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2019年 2月 第 65号 

東京都の江東内部河川流域連絡会の情報誌（会議録） 

平成 31年 2月 20日（水） 

第 65回（第 10期第 3回） 江東内部河川流域連絡会を開催 

 

船
内
外
の
様
子 

・「第 65回（第 10期第 3回）江東内部河川流域連絡会」の現場視察を、午後 2時から 

4時 30分まで、東京水辺ラインの『さくら』船上で開催しました。 

・都民委員 14名、行政委員 10名が参加しました。 

・前回の会議内容の抜粋である『下町 Tomorrow 64 号』や、視察ルート資料等が事務

局より配布されました。 

・運航ルートは、墨田区役所前（吾妻橋）～永代橋～東雲運河沖～のぞみ橋～有明～ 

レインボーブリッジ～晴海大橋～永代橋～墨田区役所前（吾妻橋）でした。 

・運航ルート上の主な施設等について行政委員より説明がありました。 

・江東区周辺の観光やイベント情報について説明がありました。 
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視察内容 

・堤防関連工事箇所、公園や散歩道の整備状況、オリンピック関連施設を巡りました。 

・説明対象地点では、船足をできるだけ遅くして、現場をしっかり視察しながら説明を 

聴き、理解が深まるようにしました。 

・海上から視察することで、水辺と市民生活のかかわりを肌で感じることができました。 

１．運航ルート 

 



-3- 

 

 

 

 

【国技館（ボクシング会場）、両国リバーセンター】 運航ルート図①，② 

◇説明（行政委員：墨田区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ＬＹＵＲＯ】 運航ルート図③ 

◇説明（行政担当：河川部） 

 

 

 

 

 

 

 

【相生橋上下流防潮堤耐震補強】 運航ルート図④ 

◇説明（行政担当：江東治水】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・墨田区では、国技館でボクシングが出来るよう色々な活動に取り組み中です。 

・「あしたのジョー」の作者、ちばてつやさん（墨田出身）と提携してPR活動に取り 

組んでいます。 

・旧安田庭園の向かい側の河川敷と公園の一部を使い、東京都と連携を図って、両国

リバーセンターを建設中です。 

 

  

 

２．運航ルート上の主な施設等の説明 

・隅田川沿いのコンクリートの堤防の真上にデッキを張り出して、LYUROというホテ 

ルと、ホテルのレストランがあります。 

・平成23年の法改正により、河川区域の上に民間のオープンカフェ等を造ることが認 

められ、隅田川で三番目の事例として、LYUROが造られました。 

 

・最大級の地震が来ても津波被害が出ないように、防潮堤の耐震補強を行っており、 

水門外側の外郭堤防については、平成31年度までに終える予定です。 

・防潮堤が地震で倒れないように、 

地盤改良や、鉄筋、コンクリート 

の増し厚を追加補強する工事を行 

っています。 

 

 

・相生橋の取付け部についても、既存

の防潮堤の前に鋼管矢板を打って

新しい防潮堤を造り、併せてテラス

も新設します。 
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【隅田川スーパー堤防】 運航ルート図⑤ 

◇説明（行政担当：江東治水） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【豊洲運河と潮風の散歩道】 運航ルート図⑥ 

◇説明（行政担当：江東区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【東雲運河と旧防波堤】 運航ルート図⑦ 

◇説明（行政担当：江東区） 

 

 

 

 

 

 

 

・今までの直立のコンクリート堤防を土の 

堤防にして、親しみやすい川にすること 

と併せて、耐震性的にも今までよりも強 

い堤防ということで、可能な場所を順次 

スーパー堤防化しています。 

・防潮堤奥の船は、明治丸という明治時代 

初期の船で、天然記念物として海洋大学 

の敷地内に保存・展示されています。 

 

・江東区内には、豊洲水門をはじめ、港湾局の水門が五つと、建設局の大島川水門、新小 

 名木川水門を合わせて七つの水門があります。 

・豊洲橋を超えた右側の建物が芝浦工業大学で、その前に防災船着場があり、災害時に船 

 が発着したり、水辺水彩まつり等のイベントなどが開催されます。 

 

 

・小さな建物が東京水上警察の派出所で、 

管轄範囲は、東京港の海面を中心に、 

隅田川などの河川等を幅広く管轄して

います。 

・台船が泊まっている辺りまでが、「潮 

 風の散歩道」の解放区間で、今工事を 

している所が整備中の区間です。 

・正面に見えてくる東雲水門を過ぎると 

東雲運河になり、右手が豊洲側、 

左手が有明側となり開発がどんどん 

進んでいます。 

・水門を過ぎて右手の大きな建物が 

昭和大学の江東豊洲病院で、基幹 

病院になっています。 
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【有明アリーナ、有明体操競技場】 運航ルート図⑧、⑨ 

◇説明（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【豊洲ぐるり公園】 運航ルート図⑪ 

◇説明（行政担当：江東区） 

 

 

・左手のこんもりした木々の向こうにクレーンが見えるのが、建造中の「有明アリーナ」 

で、オリンピック競技としては、バレーボール、パラリンピック競技としては、車いす 

バスケットボールが開催される予定です。 

・ゆりかもめが横断した辺りに「有明体操競技場」が、同じ有明北地区という埋め立て地 

に整備されます。 

・オリンピック競技としては、体操、新体操、トランポリン、パラリンピック競技として 

は、ボッチャが開催される予定です。 

体操競技場 

・前方に見えてきた東京ビックサイトは 

現在改修中で、オリンピック時には 

プレスセンターになる予定です。 

・中央防波堤内側埋め立て地に「海の森クロスカントリーコース」、その向こう側に 

「海の森水上競技場」が建設中です。 

 

・豊洲市場を囲むように、江東区で管理する豊洲ぐるり公園が見えてきます。公園の管 

理は江東区ですが、整備は東京都や、豊洲市場などで行っています。 

 

・豊洲市場を囲むように、江東区で管理する豊洲ぐるり公園が見えてきます。公園の管理

は江東区ですが、整備は東京都や豊洲市場などで行っています。 
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【オリパラ選手村】 運航ルート図⑩ 

◇説明（事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇説明（随行員：公園協会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東京水辺ラインの船には二つの役割があり、

先ず優先されるのは、防災船として帰宅困

難者、傷病者、救援隊、医療チーム、救援

物資の輸送の任務を行います。 

 

 

３．東京水辺ラインＰＲ  ＜東京都公園協会＞ 

・東京オリンピック・パラリンピック競技大会の選手村は、中央区晴海に建設中で、住 

宅棟については、大会期間中の選手の宿泊施設として使用した後に、住居として生ま

れ変わる計画となっています。 

連絡先 ：江東内部河川流域連絡会事務局（東京都江東治水事務所内部河川工事課内）  

担当 ：松尾、白澤 

TEL ：０３－５８７５－１５６５  

Email-address：S0200225@section.metro.tokyo.jp 


